
   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食だより ２月号 
平成２９年２月８日 

大原小学校 

栄養教諭 西嶋真紀 

 暦の上では春を迎えましたが、まだまだ厳しい寒さが続いています。三寒四温という言葉

を知っていますか？ 三寒四温とは、冬に３日間くらい寒い日が続き、その後に４日間くら

い暖かい日が続くことをいいます。この現象が繰り返されると暖かくなるといわれていま

す。寒い冬が終わるとやがて春が訪れます。残りの寒い季節も温かいものを食べて、栄養た

っぷりの大豆を積極的に取り入れて元気にすごしましょう。 

 

 

和食に欠かせません！ 大豆製品 
 大豆は、豊富なたんぱく質が含まれて

いて加工するとさらに栄養価やうまみが

増します。発酵させるとみそやしょうゆ、

納豆になり、いって粉にするときな粉に

なります。また、大豆のしぼり汁をにが

りなどでかたまらせたものは豆腐になり

ます。大豆は和食でおなじみのさまざま

な食品に姿をかえます。食事の中から

大豆製品を探してみましょう。 

次のようなことはマナー違反なので、やめましょう。 

 

ちょっと待って！ それは給食マナー違反！ 

食事中にふさわしく

ないことを話す 

食事中に勝手に席を

立つ 

ふざけながら食べる 

早食い競争をする 食器の音を立てる 口に食べ物が入った 

まま話す 

はしを使って美しく食べよう 

 はしは、わたしたち日本人の食事の道具として

欠かすことができません。はしは、食べ物をはさ

んだり、切ったり、混ぜたりとさまざまな動作を

することができます。はしを正しく持って使うと、

料理が食べやすくなり、所作が美しくなります。

日本のはし文化を守るためにも美しいはしづかい

をしましょう。 

 親指以外の４本の指をそろえて伸ば

し、指の腹にごはん茶わんの糸底をのせ

ます。親指は、ごはん茶わんのへりにか

けます。 

茶わんの正しい持ち方 はしの正しい持ち方 

 上のはしは、鉛筆を持つように持って、

下のはしは、親指のつけ根と薬指の第一

関節あたりで軽く持ちます。 

はしを正しく持って動かしてみましょう 

えんぴつのように、はし

を１本持ちます。 

もう１本のはしを親指の

つけ根と薬指の先ではさ

みます。 

 

親指、人差し指 中指で 

上のはしを動かします。下

のはしは動かしません。 


